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われわれを取巻く自然環境における空気は，われわれ

人間も含めて，空気呼吸を行っている生物にとって，生

存するために不可欠な物質である。空気は酸素23%.窒

素75.5%.アルコーン1.3%.二酸化炭素約 0.04% ( 以
上重量努)と微量のネオン，ヘリウム，クリプトン，キ

セノンなどから成る。と ζろが，産業によって排出され

る有害物質，火山活動の結果空中に放出される特定物質

などにより，ふつうの空気に含まれていないはずの物質

が含ま.れていたり，ある成分の割合が異常l乙大きくなっ

てしまった場合，その空気は汚染されたと言われる。

空気汚染物質としては，石油，石炭などの燃焼によっ

て生ずるばい煙中に含まれる亜硫酸ガスなどのイオウ酸

化物ゃ，すす，粉じんから，自動車排気ガス，化学工業

の製造過程から排出される有害ガス中に含まれる物質な

どさまざまあるが，一般に生物起源の空中汚染物質に関

する情報は，日本においては，非常に不足している。

欧米諸国では，花粉や胞子，小昆虫の体の破片，家塵

( house -dust )のような空中浮遊微粒物質(副rborne

particula te ma tters )が人体にとり入れられ，呼吸器

系統に吸収されて起る病気は，枯草熱(hay -fever ) 

とか，花粉症(pollinosis)と呼ばれ，古くから知られ，

可成り以前から，乙れらアレルギー源となる物質のモニ

ターリングの方法が開発されて来ている。

日本でも，乙 '>20年位の聞に，花粉・胞子などの，ア

レルギー源(allergen )としての影響が認識され，種々

な報告が出されて来ている(注 1)。

筆者も，生物起源の空中浮遊物質，特に花粉・胞子の

モニターリングを思い立ち. 1971年8月から 10月末日

迄，北海道旭川市において，米国標準花粉捕集器により

空中花粉の測定を行った(北海道科学研究費昭和46年度

一般研究報告概要第14集P.Z7)。しかし， ζ0JtE粉捕集器は，

固定式であるため，一問時間仏つう24時間)測定場町乙固定設

置しておかなければならないという不便さがある。と乙

ろが，国際空中生物学会 (TheInternational Associ-

ation for Aerobiology )会長の米国ミシガン大学べニン

ホフ教授 (Prof.W. S. Be町古19hoff)夫妻と大雪山

の高山帯や黒松内のブナ北限地帯を観察する機会IL恵ま

れたが，その際同教授は乾電池を電源とする空中強制捜

持式の花粉・胞子捕集器(Rotorod sampler )を使用し

て，空中花粉・胞子の測定をされた。

ホ信州大学教養部生物学教室

筆者も同教授の紹介で，乙の捕集器を入手することが

できた。短期間で，空中浮遊物質の定量が可能な装置で

あるので，信州の自然環境モニ骨ーリングKも威力を発

揮するのではないかと考え，時期外れであったが，三城

地区と扉温泉附近で，それぞれ一回テストを行って見た。

乙のテストは試運転的なテストで， ζの両地域の花粉・

胞子のデータを得る ζ とはできなかっtこが，その装置の

概要と，今後の可能性につき，こ '>IC.C紹介したい。

I. 装置について

乙の装置は.1960年米国のMetronicsAss.lC.よって考案

され，最初は 2.5μ程度の大きさの蛍光を発するトレー

サーを捕集する目的に使用されていた。ところが.1966 

年から 1968年にかけて. 20μ~50μの大きさの花粉・

胞子その他の空中浮遊粒子を捕集できる u 1 "型携狩棒

が試作されて，本装置は，空中生物学の分野で偉大な能

力を発揮するに至ったのである。 Rotorodsampler と

呼ばれる ζの装置は至って簡単で，第 1図Aのモーター

第1図説明は本文中
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部分と， Bの携祥子と， また収 1"型携枠棒を使用してサンプリングする際の定

それに装着する撹祥棒 数は 0.050となっているので，もしも 30分間乙の装置を

第2図脱明は本文中

Cから成っている。乙

の装置のモーターは，

12ヴォル卜の乾電池に

よって作動し，実際に

装置した場合，第2図

のようになる。 ζのモ

一安ーは多少の電圧の

変動にも，回転数が変

化しないよう設計され

ており，最低9ヴォル

ト，最高17ヴォルトで

も， 12ヴォルトの場合

と同じ回転数が得られ

るという。乙のモータ

一部分は国際標準規格

のカメラ用三脚のネジ

に合うよう，ネジ穴が

切られていて便利である。モー舎一部分の上IL突き出た

回転軸の溝l乙，捷祥子(sampling head )をはめ込み，

更に撹祥子に撹持棒(rod )をセットすれば装置の組立

ては完了する。後モーターに 12ヴォルトの乾電池を，十

ーを間違えぬよう接続すれば，乙の捕集器は作動を始め

る。撹梓棒は色々な種類のものが製作されているが，花

粉・胞子の捕集には，アクリル製の1.59mm角で長さ64

mmのu.1."型携持棒が最も適しており， ζの撹梓棒2

本を，撹祥子の両端にそれぞれ 1本ずつセットする。花

粉・胞子を乙のアクリル製撹持棒の表面Kサンプリング

の際附着させるためには，シリコーン・グリースが良く，

米国GE社製G-697シリコーン・グリースが最適で，撹

梓子は上から見て，時計方向に回転するので，援持棒の

常lζ空気を押し分ける一面にのみグリースを塗布する。

乙れで，空中浮遊微粒子捕集の準備が全て整った訳であ

る。

11. 空中浮遊微粒子の捕集について

前述、の装置を，測定しようとする場所で，写真用三脚

などを利用し，セットし，アクリルの撹祥棒にグリース

を塗り，モータ一部分を乾電池l乙接続すれば，撹祥子は，

上から見て時計方向κ回転を始め，空中浮遊微粒子の捕

集が始まる。掃集時聞は 30-60分位が適当であり，モ

ーターに接続されている乾電池を離せば，撹祥子の回転

は停止する。

III.測定結果の評価について

乙の捕集器のモーターの回転数は毎分 2400回転である。

作動さぜた場合，何リットルの空気を撹持したかは，次

式で表わされる。

2400 x 0.050 x 30 (mi n. ) = 3600 ( liters ) 

そ乙で，もしも，アクリル製の撹持棒 2本合わせて2400

個の空中浮遊微粒子が捕集できたとすると， 1リットル

当りの微粒子の数は次のようになる。

2400 particles 
0.666 ••. particl白".

3600 liters " 11t 

N. 捕集物の同定について

アクリル製撹枠棒の表面に塗布したグリースに附着し

て捕集された空中浮遊微粒子を同定するに当つては，捕

集された粒子を検鏡し先ず大まかな分類をしなければな

らない。撹祥棒をそのま h検鏡できるよう"Microscope 

stage adapter "と呼ばれるものが，やはりアクリル製

で製作されている(注 2)。 ζのアダプターには，第 3

図に示すように 2本の潜があり，乙の溝l乙，アクリル製

1:1: '::iI 
A 

ー

B 

第 3図
A. Microscope stage adapter (4) IL " 1 "型携祥

棒(5)を2本はめ込み， 24 X 60mmのカバーグ

ラス(6)をかぶせたもの

B. (A)の 1，2，3の部分の断面を示したもの(拡大)

( B enai m 1973の論文による)

撹持棒がぴったりとはまるようになっており，複式十字

動メカニカルステージとこのアダプターを使用すれば，

捕集された微粒子の数を記録するのにも便利である。

検鏡の結果捕集主れた微粒子を次のように区分けする。

1.花粉および胞子

2. 動・植物体の破片(昆虫の麹，植物の毛など)

3. 無機質の微粒子

乙Lでは，花粉および胞子の同定につき述べることに

する。 u 1 "型携持棒l乙捕集された花粉・飽子を
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microscope stage adapter "に入れCalberla染色液

(注 3)で染色すると，花紛・胞子のみ赤く染まる。染

色された花粉・胞子は，次に示す文献により検索，同定

する乙とができる。

一般的なもの

1. Wodehouse， R. P. 1935. "Pollen grains" Mc 

GrawHill， N開 York.

古典的花粉研究の入門書として知られる名著であるが，

現在では仲々入手困難である。

2. Erdtman， G. 1971. "Pollen morphology and 

3. 

plant taxonomy 1， A昭iosperms" Hafner， N ew 

York. 

H 1957. "p ollen morphology and 

plant taxonomy II， Gymnospermae， Pteridophyta， 

Bryophyta (Illustrations) "， Almqvist & 

Wiksell， S tockholm. 

4. 11 1965." Pollen morphology and 

plant taxonomy m， Gymnospermae ， B ryophyta 

( Text )， Almqvist & Wiksell， Stockhol皿.

5. 11 1971. "PoUen and Spore morphology/ 

plant t鉱 onomy，P teridophyta (Text and 

additional illustrat ions ) "Almqvis t & Wiksell， 

Stockholm. 

上記のErdtmanの4部作は "Anintroductipn to 

palynology ，. 1 -N "という副題がつけられており，花

粉・胞子研究の教科書として，乙の万面の研究κは不可

欠である。

6. S tanley， R. G. and H. F. Linskens 1974. 収 Pollen，

biology， biochemistry，皿anagement Springer， 

Berlin /Heidelberg/制ewYork . 

乙の本は花粉に関する百科辞典とも言うべきもので，

花粉に関するさまざまな知見が集大成されている。

7. 岩波洋三 1971 1花粉学大要J 風間書房

乙の著作も，上述の (6)と同様，7四分に関するさまざ

まな知見がまとめられている。

8 川崎次男 1971 1胞子と人間 パリノロジーの

世界J 三省堂

乙の著作は「環境と人間の科学」の Iとして発刊され，

特に生物学や地質学を専攻しない，一般の読者にもわか

り易く書かれた花粉・胞子学の本である。

また花粉・胞子関係の雑誌としては，スエーデンで発

刊されている "Granaぺフランスで発刊されている

"Pollen e t Spores "など，国際雑誌として広く引用され

ており，日本では「日本花粉学会々誌」がある。

次I乙特f<:空中花粉・胞子の研究のためには

9. Nilsson， S." J.. Pragl口問kiand L. Nilsson 1977 
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"Atlas of airborne pollen grains and spores in 

Northern Europe" Na tur och Kul.tur， S tockholm. 

日本の空中花粉に関しては，

10. 長野準・勝田満江・信太隆夫 1978 1日本列島の

空中花粉」 北隆館があり，また，国際空中生物学会

の収 InternationalAerobiology Ne咽 letter "も，昨年10

月第9号が発刊され，新しい情報を提供してくれている。

日本の空中花粉・胞子を同定する際の，花粉・胞子の

図説としては，

11.幾瀬マサ 1956 1日本植物の花粉」 広111書后

これは絶版で改稿中

12. Kremp，G.O.W. and T. Ka:明saki 1972 

"The spores of the pteridophy. tes "広川書庖

13.倉本嗣王 1978 1シダの胞子 その誕生から成

熟まで」 広川書屈

などがある。なお，日本の近接地域の花粉・胞子に関す

る図説

14. Huang， T.ーC.1972 "Pollen flora of Taiwan" 

Taiwan Nat. Uniれ Taipei

15. 中国科学院北京植物研究所 1976 "Sporae Pte~ 

ridophytorum Sinicorum"科学出版社北京

なども好参考書であろう。

v. テストについて

問和 53年 10月21日に三城地区で， 42分間，また11

月10Bf<:扉温泉附近で， 31分間， Rotorod Samplerを

作動させて，空中浮遊微粒子捕集のテストを行って見た。

勿論時期的に言って，花粉を捕集するには無理ではあっ

たが，主として無機質の多数の微粒子がSamp¥erで捕集

された。

昭和 54年度は，本装置を使用して，定期的t乙，花粉・

胞子の捕集を行う予定である。

注1

日本における空中花粉や花粉症に関する初期の論文に

は次のようなものがある。

荒木英斉 1960 1花粉症の研究1.空中花粉の季節的

変動」アレルギー 9: 648 

幾瀬マサ 19621空中飛散1聞について」植研 37:33. 

堀口申作・斉藤洋三 1964 1栃木県日光地方における

スギ花粉症(J apanese Cedar Pollinosisの発見」

アレルギー 13 : 16 

杉田和春・降矢和夫 1964 1花粉症の研究 1，ブタクサ

及びカモガヤについて」アレルギマ 13: 19 

堀口申作・斉藤洋三 1965 1空中花粉の検索とその臨

床的意義」 臼耳鼻68:釘 4.

信太隆夫他 1965 1札幌市における GrassPollinosis 



16例について」 市立札幌病院医誌 26 : 65. 

堀口申作他 1968 1カナムグラ花紛症症例JアレJレギー

17 : 109 

また，最近は次のような報告がある。

長野準・勝田満江・信太隆夫19781日本の空中花粉地図」

日本花粉学会々誌 22: 11 

筒井喜美代・勝目満江19781昭和5辞彦豊科地区空中飛

散花粉情況と鼻アレルギ、ー患者との相関」日本花粉竺

会会誌 22 210 

注 2.

Benaim， C. 1973 "Staining of biologic airborne 

particles caught with the Rotorod Sampler " Ann. 

Allergy 31 618. 

注 3.

Gay，L.N..N. Curtis and T.NorrIs 1941 "A pollen 

survey of the islands of Bermuda" Bull. Johns 

Hopkins Hosp . 68 179. 

Calberla液の処方

グリセリン (84~87%) 5ms 

95%アルコール 10 ms 

宣包和フクシン液 2滴

蒸溜水 15ms 
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